
参考書については教場にて指示する。中日時点必携。

キーワード

中国語検定試験

0

授業外学習 テキスト、教材

週に３日以上は、ＴＶ、ラジオ等を通して中国語に触れておく
こと。

教場にてプリントを配布する。

参考書 受講生へのメッセージ

出席および授業態度で評価する。講座の性格上、原則として
１００％の出席を単位取得の要件とする。

出席 授業態度 レポート 期末試験 その他

70 30 0 0

第14回 　　　　　　　　…過去問題の練習②

第15回 まとめ　　　　　…総合演習

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

第11回 ３級対策　　　…リスニング（やや複雑な会話）の練習①

第12回 　　　　　　　　…リスニング（やや複雑な会話）の練習②

第13回 　　　　　　　　…過去問題の練習①

第8回 　　　　　　　　　…リスニング（日常会話程度）の練習②

第9回 　　　　　　　　　…過去問題の練習①

第10回 　　　　　　　　　…過去問題の練習②

第5回 準４級対策　　…簡単なリスニング練習　　

第6回 　　　　　　　　　…過去問題の練習

第7回 ４級対策　　　 …リスニング（日常会話程度）の練習①

第2回 復習　　　　　　…発音およびピンイン読み取りの復習

第3回 　　　　　　　　　…声調の復習

第4回 　　　　　　　　　…簡体字の復習および総合復習

授業概要

中国教育部が主催するＨＳＫ（漢語水平考試）をはじめ、中国語の資格試験にはいくつかあるが、本講座では日本中国語検定
協会が主催する「中国語検定試験」にターゲットを絞り、中国語の初級を修了した学生を対象に、３～４級の受験対策を行う。

到達目標

日本中国語検定協会主催「中国語検定試験」における３～４級の取得が可能な程度の中国語力（本講座ではリスニングを中心
とする）の習得。

授業計画

第1回 ガイダンス　　　　…中国語検定試験についての概要説明

授業形態 授業形式 講義 履修形態 選択

担当教員名 鎌田　出 年度 平成28年度

基準年次 3年次 開講期 前期 単位数 1

至誠館大学

科目名 中国語資格指導Ⅰ　 コード 1480

英語表記 Chinese qualification guidance　Ⅰ


